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先週のマーケット動向（7月 3日～7月 7日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,314.7  1,316.4  1,297.0  1,305.0  ▲12.7 

JPY/KRW 9.1134  9.1146  8.9738  9.0966  ▲0.017 

KOSPI 2,580.89  2,607.66  2,515.07  2,526.71  ▲37.57 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇。3 日のドル/ウォンは

1,314.7ウォンでオープン。韓国貿易収支が 16 か月ぶりに

黒字転換したことや、堅調な海外株式市場動向を受けリス

ク選好ムードが高まり、1,316.4ウォンの週高値をつけた後

にドル/ウォンは下落地合いで推移した。4日は人民元が元

高方向に推移したことを受け、ウォンも上昇し一時 1,300

ウォンの節目を割れた。5 日は 1,297.0 ウォンの週安値を

つけた後、中国の弱い経済指標を受け人民元安が進行した

ことを受け、ウォンが弱含む場面がみられた。7日は良好な

米経済指標結果から米金利が上昇したことで、ドル/ウォン

は 1,310 ウォン付近まで上昇するもその後株式が低迷した

ことで、日中上げ幅を縮小した。結局、ドル/ウォンは前週

末比▲12.7ウォン下落した 1,305.0ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週のドル/ウォン相場はもみ合い推移を予想。先週に

引き続き今週も中国PPI・CPIや米CPIなどの重要指標が発

表される。先週末の米雇用統計後ドル売りが進んだこと

で、週初のドル/ウォンは1,300ウォンちょうど付近でオー

プンし、その後はやや軟調地合いで推移しよう。しかし、

その後は重要指標の発表を控え1,300ウォン台を持ち直す

動きを予想する。また、BOK会合については4会合連続での

据え置きが予想され、相場への影響は限定的か。会合後の

BOKのコミュニケーション内容には注目したい。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1290 ～ 1320 8.96  ～ 9.26  141.0  ～ 144.0  

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
今後の予定 

 

10日(月) 中 6月 PPI 
中 6月 CPI 
日 5月 国際収支 

12日(水) 米 6月 CPI 
韓 6月 失業率 
日 5月 機械受注 

13日(木) 米 7月 失業保険新規申請者数 
米 6月 PPI 
中 6月 貿易収支 
韓  BOK 政策金利発表 

14日(金) 日 5月 鉱工業指数 確報値
米 7月 ミシガン大消費者マインド指数 速報値


